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Q

湯
沢
学
園
の
教
育
内

容
と
郷
土
愛
の
醸
成
、
開

校
１０
年
の
成
果
は
。

A

自
然
体
験
教
室
や
稲

作
体
験
、
学
習
資
料
集
「
大
好
き
湯
沢
」

を
活
用
し
た
文
化
・
歴
史
・
産
業
な
ど
の

学
習
で
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
っ
て
お
り
、

将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
の
芽
を
育
む
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
オ
ー
ル
湯

沢
の
体
制
で
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
進
め

て
き
た
成
果
が
で
て
い
る
一
方
で
、
比
較

的
若
い
教
員
が
短
期
間
で
異
動
す
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
湯
沢
学
園
な
ら
で
は
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
継
続
性

に
工
夫
が
必
要
。

Q

湯
沢
高
原
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
地
域
に

よ
っ
て
捉
え
方
に
温
度
差
が
あ
る
。
民
間

譲
渡
に
際
し
て
は
広
く
町
民
に
対
し
説
明

が
必
要
で
は
。

A

現
在
の
運
営
会
社
に
対
し
、
令
和
１４

年
６
月
１
日
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
協
議
中
で
あ
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
に

よ
り
譲
渡
ま
で
に
は
町
の
負
担
と
し
て
約

１２
億
５
千
万
円
の
改
修
費
を
見
込
む
。
現

在
、
譲
渡
先
と
の
大
筋
合
意
を
目
指
し
て

お
り
、
そ
の
後
町
民
へ
説
明
を
行
な
っ
て

い
く
予
定
。
こ
の
投
資
に
よ
り
、
譲
渡
後

も
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
長
期
間
に
わ

た
り
施
設
を
適
正
に
運
営
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
。

Q

財
政
調
整
基
金
と
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
状
況
は
。

A

財
政
調
整
基
金
は
残
高
が
標
準
財
政

規
模
の
２０
％
を
下
回
る
場
合
、
ま
た
は
３

年
連
続
で
１０
億
円
を
下
回
る
場
合
に
危
険

な
状
況
で
あ
る
と
判
断
す
る
が
、
現
在
は

そ
の
一
歩
手
前
の
状
況
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
依
存
度
を
下
げ
つ
つ
収
支
の
均
衡
を
目

指
す
。

Q

役
場
職
員
の
採
用
方
法
の
見
直
し
、

能
力
開
発
や
人
事
評
価
に
つ
い
て
。

A

従
来
は
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
通

代
表
質
問

町
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る

３
月
１３
日

※�

代
表
質
問
は
、
委
員
会
を
代
表
す
る
議
員
が
行
政
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
執
行
部
に
質
問
す
る
場
で
す
。

町
長
の
施
政
方
針
は
広
報
ゆ
ざ
わ
３
月
２２
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

じ
て
の
採
用
を
実
施
し
て
い
た
が
、
近
年

募
集
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
７
年
度

の
途
中
か
ら
民
間
が
運
営
す
る
公
務
員
採

用
専
用
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
募

集
者
が
増
加
。
職
員
の
特
性
・
資
質
を
客

観
的
に
把
握
す
る
た
め
、
適
性
検
査
等
の

活
用
を
検
討
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
人
材

育
成
を
行
っ
て
い
く
。
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Q

介
護
ニ
ー
ズ
増
と
担

い
手
不
足
へ
の
具
体
策
を

伺
う
。

A

介
護
予
防
事
業
を
拡

充
し
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
短
期
集
中
の

自
立
支
援
を
令
和
８
年
４
月
か
ら
開
始
。

Q

新
し
い
認
知
症
観
の
周
知
と
、
体
制

整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
「
共
生
」
の
理
念
を
推
進
し
、
次
年

度
中
に
多
職
種
連
携
の
情
報
共
有
基
盤
を

活
用
し
た
支
援
体
制
を
強
化
。

Q

一
律
の
保
険
料
統
一
は
不
合
理
で
は

な
い
か
。
見
直
し
を
求
め
る
べ
き
だ
。

A

町
の
意
見
は
す
で
に
交
付
金
算
定
の

見
直
し
に
反
映
。
今
後
も
適
切
な
水
準
に

向
け
注
視
を
続
け
る
。

Q

孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
自
殺
対
策
の
具

体
的
な
進
捗
は
。

A

全
庁
体
制
で
包
括
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
の
相
談
や
関
係

機
関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
。

Q

介
護
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
業
務
効

率
化
の
取
り
組
み
は
。

A

多
職
種
間
で
の
情
報
共
有
を
効
率
化

し
、
令
和
８
年
度
に
は
通
所
介
護
の
送
迎

業
務
の
外
部
委
託
を
検
討
。

Q

障
が
い
者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
具
体

化
と
、
支
援
の
連
携
強
化
は
。

A

令
和
６
年
か
ら
の
義
務
化
に
対
応
し
、

教
育
・
福
祉
機
関
と
連
携
し
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
を
推
進
。

Q

湯
沢
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
点
検

と
、
医
師
確
保
の
具
体
化
は
。

A

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
点
検
評
価
を
行
い
、

令
和
６
年
度
の
報
告
書
に
ま
と
め
た
課
題

の
改
善
に
つ
な
げ
る
。

Q

権
利
擁
護
の
包
括
的
支
援
体
制
の
構

築
と
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A

専
門
職
に
よ
る
助
言
体
制
を
整
え
、

誰
も
が
尊
厳
を
守
ら
れ
る
体
制
の
令
和
８

年
度
中
の
確
立
を
目
指
す
。

Q

敬
老
会
の
目
的
と
、
今
後
の
方
向
性

は
。

A

感
謝
、
交
流
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が

目
的
。
伝
統
を
尊
重
し
、
時
代
に
合
わ
せ

て
継
続
。

Q

固
定
資
産
税
に
お
け
る
、
外
国
人
や
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